
《叡智の杜》レポート 「きらめく叡智と美のしずく展 in松島」を開催しました

　平成１９年５月２６日（土）、松島町中央公民館において、平成１９年度図書館振興講演会を開催し
ました。この講演会はより多くの方々に読書活動の重要性や図書館の意義などについて理解してい
ただき、利用促進を図ることを目的として、松島町及び宮城県図書館が主催したものです。講演会
にあわせて、「きらめく叡智と美のしずく展in松島」と題して、宮城県図書館で所蔵している貴重書
のレプリカ展示を行いました。
　イタリア人宣教師によって作成された『坤輿万国全図』の他，会場となった松島町に深くゆかりの
ある“海”をキーワードに、鳥類・魚類の図譜『禽譜』『魚蟲譜』から「ワシカモメ　オオセグロカモメ」「マ
ンボウ」「シロシュモクザメ」「ペンギン」「スッポン」などを展示しました。水族館などでおなじみの魚
類や，姿形がユーモラスな動物の図譜は，来場者の注目を集めました。

自作の紙芝居を実演する、ときわさん

　かつて、昭和の時代、街頭で子どもたちを沸き立たせた紙芝
居――。その紙芝居が、今、ふたたび脚光を浴びています。折
しも、宮城県図書館が所蔵する街頭紙芝居等5,652点が、平
成18年（2006）3月に国の登録文化財となりました。今回の
特集では、紙芝居の歴史をたどり、今に生きる魅力を探ります。

　今から２５年ほど前、自宅で主宰する「子ども文庫」
で子どもたちに見てもらいたくて、紙芝居を演じ始
めました。物語が進むにつれてくるくると変わる子
どもの表情を見るうち、演じるだけでなく、自らも
描くようになりました。
　演じ手が心を込めて語りかけ、絵を引き抜くごと
に、観客はお話の世界に引き込まれていきます。次
の場面、演じ手が発する最初の言葉に期待が集まる
瞬間は、紙芝居ならではのものでしょう。観客の反
応を確かめ、共感しながら語る紙芝居は、演じ手と
観客の自由な心の交流を生み出しています。
　読書が嫌いな子どもでも、紙芝居となると夢中に
なる――そんな風景を現実のものとする、紙芝居の
力に魅かれて演じ続けています。

　また“かつて子どもだった”大人へ向けて、社会人
学級や市民センター、病院や介護施設などでも上
演しています。紙芝居の楽しみ方は、子どもも大人
も変わりません。特に年配の方たちにとっては、紙
芝居が懐かしい記憶を呼び覚まし、思い出話のきっ
かけとなることもあります。
　紙芝居の魅力は、演じ手と観客が同じお話の世界
で共に楽しむことにあります。人と人との関係性が
希薄と言われる時代ですが、紙芝居を通して“言葉
と心のキャッチボール”を続けていきたいと思ってい
ます。（談）

●仙台で紙芝居を制作し、実演している、ときわひろみさんに紙芝居の魅力をお聞きしました。紙芝居の力を信じて

―紡いだ歴史を未来へつなぐ

特集 紙 芝 居今ふたたび

　  紙芝居前夜
　  ―― 紙人形の“紙芝居”がはじまり
　紙に描かれた絵を次々に変えながら物語を語っていくというのが、現
在の一般的な紙芝居の形態です。その前身には様々な形態で「絵を見せ
て語る」方法が存在しました。映写機を使って幕に人物や背景などを映し
出しながら物語を演じる写し絵や、持ち手のついた紙人形で物語を演じ
る立絵などです。
　写し絵の流れを汲んだ立絵は、紙人形を使って芝居をすることから「紙
芝居」と呼ばれるようになりました。さらには紙人形を操るより簡易な方
法として、平面に絵物語を描いて演じる手法（平絵）が生まれ、その斬新
さが受けてまたたくまに主流となり、ここに現在の紙芝居の誕生をみるこ
とになるのです。
　昭和5年（1930）に東京写絵業組合ができて以来、平絵の形での紙
芝居は急速に広まっていきました。代表的なものはなんと言っても街頭
で上演される『黄金バット』でしたが、街頭紙芝居が子どもたちの人気を
どれだけ集めたかは、当時の子どもたちが街頭紙芝居を一日平均1.5回
以上見たというデータがあるほどです。
　一方で、子どもたちの絶大な人気を集めた街頭紙芝居のスタイルや画
面構成などを取り入れ、聖書物語など伝道を主眼とした紙芝居も作られ
ました。それらは布教や教育のための広範な利用を目指し、手描きの絵
ではなく、量産できる印刷紙芝居として作られるようになりました。

　  街頭紙芝居の隆盛
　  ―― 子どもたちを夢中にさせた『黄金バット』
　戦時中は検閲が厳しく、紙芝居においてもそれは例外ではありません
でしたが、武士道や英雄譚など、戦意を高揚させる内容の紙芝居、いわ
ゆる国策紙芝居は国民学校などでしきりに上演されました。しかし、戦渦
が激しくなるにつれ、物資の不足や学童疎開などから、紙芝居の上演は
激減していきます。
　戦争が終わってまもなく、紙芝居の作り手たちが集結し、昭和21年
（1946）には街頭紙芝居が復活しました。戦前から人気を集めていた

インタビュー

作者／加太 こうじ（カタ コウジ 1918-98年） 松永武雄から引き継いだ『黄金バッ ト』など多数の作品を手がけ、紙芝居界の第一人者として活躍した。
（宮城県図書館所蔵　著作権者 掲載承認）

❶（ドクロの目の手下・覆面）
「おい、動くな。動くと撃つぞ…」
いつのまにかドクロの目の手下
の覆面たちは、イーグルとチー
ターを取巻いてしまった。
（チーター）「キャッキャッ、イー
グルさん、助けておくれ…」
チーターはあわてて叫んだが
…。

❷さすがのイーグルも大勢にピ
ストルを持って囲まれてはどう
することもできず、とうとう捕ま
ってしまった。
（覆面）「よし、こいつを縛って、
隠れ家へ連れて行け」とグルグ
ルと縄で縛ると、

❸（覆面）「さあ、歩け！！」と
イーグルを隠れ家へ連れて
行くのだった。
そのとき、ノッシ、ノッシ！！
地響きをたてて現れた一匹
の大きな象が、

❹いきなりイーグルの体を
大きな鼻で巻き上げてしま
った。
（覆面）「あ、象だ…」
（覆面）「イーグルをさらって
行くぞ…」
（覆面）「撃ち殺してしま
え！！」
あわてた覆面たちは、

❺ダ、ダーン、ダーン。さかん
にピストルを撃つが、「ウォ
ーツ！！」　
イーグルを助けようとした
象は、覆面たちを大きな足
で踏みつぶしたり、蹴り倒し
てしまった。

❻（イーグル）「おお、象か、
ありがとう。お前のおかげで
助かったぞ」と喜んだ。
イーグルは、「これからお前
に乗ってドクロ岩へ行こう。
ひとつ頼むぞ･･･。まず、この
手の鎖を切ってくれ」
象の鼻に鎖を引っ掛けて、エ
イーツ。パチンと切れた。

❼それから、象の背中に乗る
と、
（チーター）「キャッキャッ、こ
いつはおもしろいぞ。イーグ
ルさんの大活躍が始まりは
じまり」
チーターも喜んで象の背中
に乗って、

❽ドクロ岩に近づいてきた。
（チーター）「キャッキャッ、イ
ーグルさん、いよいよドクロ
岩に近づきましたよ…」
（イーグル）「チーター、油断
するなよ」と注意深く近づい
て行くと…。
が、それとも知らないドクロ
の目は、

❾手下の覆面たちを集めて、
（ドクロの目）「おい、皆。いよ
いよ今夜、連絡の者が空から
来ることになっているぞ」と
話していた。
夜になると、果たして何者が
来るのでしょう。やがてドク
ロ岩のあたりも日が暮れて、

10夜も更けたころ、ブルー
ン、ブルン、ブルン。爆音高く
現れた一台のヘリコプター。
果たして何者が乗っているの
でしょう。そして、少年イーグ
ルの活躍はいかに。
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『黄金バット』や活劇『少年イーグル』などが、まだ焼け跡の残る街角で上
演されるようになり、子どもだけでなく大人まで紙芝居屋が来るのを楽し
みにしたのです。昭和20年代前半が戦後の街頭紙芝居の隆盛期といわ
れています。
　ところが、高度経済成長期に向かう昭和30年前後から、街頭紙芝居
は急激な衰退期を迎えます。大きな原因は、昭和28年（1953）にテレ
ビ放送が開始されたことでした。「電気紙芝居」とも称されたテレビの人
気は爆発的に広まり、紙芝居はテレビに圧倒されてしまったのです。また
進学ブームにより、街頭紙芝居のお客であった子どもたちが多忙になった
こともあります。紙芝居屋が次々と廃業し、演じ手を失った紙芝居は廃棄、
散逸を余儀なくされました。大正から昭和にかけて発展した街頭紙芝居で
したが、時代の変化に飲まれ、大衆文化の表舞台から撤退することになり
ました。

　  みやぎ最後の紙芝居屋・井上氏と
　  宮城県図書館のコレクション
　街頭紙芝居の隆盛期、仙台市内にも120人ほどの
紙芝居屋がいたといいます。テレビの普及により紙芝
居屋の廃業が相次ぎ、最後に残ったのが井上藤吉氏
（2007年1月に逝去、83歳、右写真＝佐々木隆二
氏撮影）でした。井上氏は30年以上も現役の紙芝居屋として自転車など
で各地を巡り、廃業した後もイベントに出演するなど紙芝居の楽しさを伝
え続けました。
　宮城県図書館の紙芝居コレクションは、その井上氏から一括寄贈され
た5,000点余が中心となっており、文字通り東日本最大級です。その多
くは手描きのものであり、街頭で紙芝居が盛んに演じられた時代の精神、
大衆文化のあり様、社会的背景を伝える貴重な資料となっています。
　宮城県図書館では、これらの紙芝居の保存状態を良好に保つため、一
枚一枚の汚れを拭き取り、破損、欠頁の有無などを確認しました。さらに
外部から専門家を招いて調査を行い、その結果、平成18年3月に紙芝
居資料5,652点（紙芝居5,645点（57,075枚）ほか関係資料を含む）
が国の登録有形文化財（美術工芸品）として登録されました。大衆文化、
児童文化の歴史を実証する意義と、手描き制作であるが故の資料の価値
が認められたものです。

※
　紙芝居は誕生から戦争の時代を経て、盛衰を繰り返し、街頭から姿を
消したかに見えますが、今日、社会が高度に情報化し、メディアが多種多
様化するなかにあっても、様々な場所で活用され、子どもたちからお年
寄りまで楽しまれています。聞き手の様子をうかがいながら声の調子を変
え、物語を緩急自在に演じる紙芝居は、聞き手と演じ手の心がつながる
双方向のメディアであり、人々を物語の世界に引き込むのです。
　紙芝居の価値を再発見し、世代を結びつけるために活用していくこと、
そして次代へ受け継ぎ保存していくことを図書館では目指しています。

昭和末年まで街頭で
紙芝居を演じていた
紙芝居屋さん・井上
藤吉氏  （仙台市宮
城野区清水沼にて 
1985年 佐々木隆二
氏撮影）

誌上公開
～紙芝居の名作～

ときわひろみ（常盤洋美）　紙芝居作家。福岡県生まれ。1983年
『おじいさんのできること』で高橋五山賞特別賞を受賞。「みやぎ
紙芝居の会」主宰、泉区在住。
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